
 

 

「ひがよどなごみ勉強会事業業務委託」に係る 

公募型プロポーザル方式による選定結果について 

 

1 案件名称 

ひがよどなごみ勉強会事業業務委託 

契約期間 令和８年４月１日から令和 10年３月 31日まで 

 

2 選定した委託予定事業者 

  特定非営利活動法人 青少年自立支援施設 淡路プラッツ 

 

3 公募期間 

令和７年 11月 19日から令和７年 12月 24日まで 

 

4 学識経験者等の意見を聴取する選定委員による審査の結果 

 

 （1）選定委員名簿（敬称略） 

委員氏名 役職等 

梅木 真寿郎 花園大学社会福祉学部 教授 

藤澤 宏樹 大阪経済大学経営学部 教授 

瀧本 宏子 特定非営利活動法人 児童虐待防止協会 

 

 （2）選定会議の開催日 

令和８年２月 17日 

 

 （3）審査基準 

審査項目 配点 

事業の趣旨・目的の理解、事業の専門性 60点 

収支計画 15点 

事業の円滑な運営 195点 

業務体制 30点 

合     計 300点 

 

（4）審査を行った事業者（五十音順） 

特定非営利活動法人青少年自立支援施設淡路プラッツ 

株式会社イング                   全２者 

        

 



 

 

 

（5）審査の結果（選定委員の評価点の合計点）（合計点の高い順） 

審査項目 Ａ Ｂ 

事業の趣旨・目的の理解、事業の専門性 54点 45点 

収支計画 13点 6点 

事業の円滑な運営 158点 129点 

業務体制 27点 22点 

合  計 252点 202点 

（注）採点結果の点数は３人の選定委員による採点の合計点（各委員 100点） 

  委員の評価点の平均が 60点に満たない提案は、選定しないこととする。 

 

（6）選定理由 

・居場所支援と学習支援とのバランスが取れている。 

・多様な人材をもって学習者を支援しようとしていて、好感がもてる。 

・収支計画が妥当である。 

・こどもの居場所支援を軸に、本事業を展開する提案に共感を覚えた。具体的には自尊

感情を高めるとともに、信頼関係を醸成し、安心できる場の提供が提案されたところ

を評価した。今後事業を実施するにあたり、募集活動における評価システム（特に過

去の性加害の有無の確認等）の構築や、個人情報の管理方法（クラウドの利用など）

について、ご検討いただければと思う。 

・こども主体の取り組みをスタッフ全員で考えていける体制を作っていただき、適切な

対応をしていただけることを期待している。 

 


